
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
弘
教
寺
の
「お
寺

d
e

コ
ン
サ
ー
ト
」
を
い
つ
も
企
画
し

て
下
さ
っ
た
瀬
越
先
生
が
九
月
二
十
八
日
に
往
生
さ
れ

ま
し
た
。
先
生
は
コ
ロ
ナ
禍
前
に
、
次
回
は
引
退
の
コ
ン

サ
ー
ト
を
し
た
い
と
話
さ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ

の
た
め
に
延
び
延
び
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
残
念
で
な

り
ま
せ
ん
。 

 

コ
ロ
ナ
の
方
も
落
ち
着
い
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
一
月

に
「今
年
は
実
現
し
ま
し
ょ
う
。
」
と
話
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
。 

 

先
生
と
は
四
十
年
近
い
お
付
き
合
い
で
し
た
。
婦
人
会

の
例
会
で
チ
ェ
ロ
を
弾
い
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
、
先
生
と

の
お
付
き
合
い
の
始
ま
り
で
す
。
以
後
、
定
期
的
に
コ
ン

サ
ー
ト
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
十
六

年
か
ら
は
、
寺
の
報
恩
講
法
要
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
毎

年
、
「
お
寺

d
e

コ
ン
サ
ー
ト
」
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
全
九
回
の
後
半
は
、
隔
年
と
な
り
ま
し
た

が
、
先
生
の
企
画
力
は
さ
す
が
で
、
毎
回
素
晴
ら
し
い
チ

ェ
ロ
と
他
楽
器
と
の
共
演
を
、
皆
さ
ん
に
聴
い
て
い
た
だ

き
、
感
動
し
て
帰
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

先
生
か
ら
の
お
願
い
と
し
て
、
最
後
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、

指
導
し
て
こ
ら
れ
現
在
立
派
に
活
動
し
て
い
る
教
え
子

の
皆
さ
ん
と
共
に
演
奏
を
し
た
い
、
と
い
う
お
考
え
で
し

た
。
そ
の
思
い
を
何
と
か
実
現
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
六
月
ご
ろ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
は
ハ
ン
ガ

リ
ー
や
国
内
で
指
揮
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
金
井
俊

文
先
生
と
打
ち
合
わ
せ
を
進
め
て
欲
し
い
と
の
こ
と
で

し
た
。 

      

  

そ
し
て
九
月
、
先
生
の
訃
報
は
あ
ま
り
に
も
突
然
で

し
た
。
病
状
が
悪
化
し
て
急
逝
さ
れ
た
の
で
す
。
生
前

の
ご
遺
志
を
受
け
、
私
の
方
で
葬
儀
を
勤
め
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。 

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
是
非
と
も
ご
指
導
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
で
実
現
し
て
欲
し
い
と
の
ご
家
族
の
想
い
を
受

け
、
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
、
十
一
月
四
日
に
「
～
繋
ぐ

バ
ト
ン
、
瀬
越
憲
の
仲
間
達
～
」
の
テ
ー
マ
で
教
え
子
の

皆
さ
ん
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
が
実
現
し
ま
し
た
。
先
生

は
そ
こ
に
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
く
も
、
先
生
の
想
い
や
お

心
が
体
現
さ
れ
た
素
晴
ら
し
い
演
奏
会
で
し
た
。
き
っ

と
そ
ば
で
演
奏
す
る
皆
さ
ん
を
後
押
し
し
て
く
だ
さ
っ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 

弘
教
寺
で
瀬
越
先
生
が
大
切
に
さ
れ
た
思
い
と
企
画

を
、
教
え
子
の
皆
さ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
引
き
継
い
で

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 

先
生
、
長
い
間
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

合
掌 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

住
職
拝 

      

◇
演
奏
者
紹
介
◇ 

＊
前
３
人
は
高
校
生
時
代
か
ら
の
教
え
子
。 

金
井
俊
文
：
ピ
ア
ノ
、
指
揮
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
交
響

楽
団
の
指
揮
者
。
国
内
各
地
で
も
活
躍
。 

茂
木
建
人
：
サ
ッ
ク
ス
。
総
文
や
吹
奏
楽
連
盟
主
催

の
コ
ン
テ
ス
ト
等
の
審
査
員
。
高
校
等
の
講
師
。 

                  

金
井
千
織
：
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
交
響
楽

団
の
首
席
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
奏
者
。
俊
文
氏
は
、
夫
君
。 

横
尾
武
宜
：
チ
ェ
ロ
。
県
内
ア
マ
チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
に
参
加
。
小
学
校
教
諭
。
瀬
越
先
生
の
チ
ェ
ロ

一
番
弟
子
。
Ｈ
２
７
年
ソ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト
で
共
演
。 

≫

特
集≪

 

～
繋
ぐ
バ
ト
ン
、
瀬
越
憲
の
仲
間
達
～ 

 

≫

特
集≪

 

～
繋
ぐ
バ
ト
ン
、
瀬
越
憲
の
仲
間
達
～ 

 

1      つつじ寺だより     「56 号』特集      令和５年(2023 年)       11 月 

つつじの呟き弘教寺 X(旧ツイッター)＠gukyouji               群馬県弘教寺 URLhttp://www.gukyouji.or.jp 

   

瀬
越
憲
先
生
を
悼
む 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チ
ェ
ロ
の
調
べ
に
癒
さ
れ
て 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
中
断
し
て
い
た
「
お
寺d

e

コ
ン
サ
ー
ト
」
が
再
開
さ
れ
た
。ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
詳
し
く
な
い
私
だ
が
、
弘
教
寺
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
大
好
き

で
、
い
つ
も
参
加
さ
せ
て
も
ら
う
。
人
間
の
声
に
と
て
も
近
い
と
言
わ
れ
る

チ
ェ
ロ
の
音
色
は
豊
か
で
や
さ
し
く
、
聞
き
心
地
が
良
い
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト

で
瀬
越
先
生
の
チ
ェ
ロ
の
演
奏
に
出
会
え
た
の
だ
っ
た
。弘
教
寺
の
家
庭
的

な
雰
囲
気
、
出
演
者
、
ス
タ
ッ
フ
、
そ
し
て
観
客
全
て
が
清
々
し
い
空
気
に

包
ま
れ
て
い
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
聞
き
、
瀬
越
先
生
の
こ
の
バ
ト
ン
が
お
若
い

お
仲
間
に
確
実
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。 

「
お
寺

d
e

コ
ン
サ
ー
ト
」
に
お
招
き
い
た
だ
き
ま
し
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

私
は
午
前
中
か
ら
用
事
が
あ
っ
て
、
な
ん
だ
か
ざ
わ
つ
い

た
気
持
ち
で
会
場
に
行
き
ま
し
た
。
演
奏
が
進
む
に
つ
れ

て
、
ざ
わ
つ
い
た
気
持
ち
が
落
ち
着
い
て
く
る
の
が
解
り
ま

し
た
。
生
演
奏
の
効
果
を
全
身
で
受
け
と
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

ピ
ア
ノ
演
奏
と
司
会
を
な
さ
っ
た
方
の
、
お
人
柄
の
良
さ

は
会
話
の
中
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
フ
ァ
ゴ
ッ
ト

は
初
め
て
見
る
楽
器
で
し
た
。
低
音
が
素
敵
で
し
た
。
「
チ

ャ
ー
ル
ダ
ー
シ
ュ
」
、
私
は
お
酒
が
好
き
な
の
で
同
感
で
し

た
。
ひ
ま
わ
り
の
皆
さ
ん
の
声
が
奇
麗
だ
っ
た
事
。
皆
で
歌

っ
た
「
ふ
る
さ
と
」
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
こ
ま
ご
ま
と
お
手

伝
い
す
る
二
人
の
息
子
さ
ん
。
大
き
く
な
ら
れ
ま
し
た
ね
。

最
初
の
頃
は
小
学
生
く
ら
い
で
し
た
。
「
音
楽
は
癒
し
」
を

改
め
て
感
じ
た
コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
。 

久
し
ぶ
り
に
生
演
奏
を 

聴
き
、
感
動
し
ま
し
た
。
特
に

「
チ
ャ
ー
ル
ダ
ー
シ
ュ
」
の
サ
ッ

ク
ス
演
奏
、
と
り
こ
に
な
り
ま

し
た
。
も
う
一
度
聴
き
た
い
で

す
。有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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平
凡
に
生
活
し
て
い
る
主
婦
、 

と
い
う
か
後
期
高
齢
者
の
私
が
「
お
寺d

e

コ
ン
サ
ー
ト
」
を
聴
き
、
と
っ
て
も
感
動
し

ま
し
た
。
瀬
越
先
生
の
教
え
を
頂
い
た
、

日
本
で
、
外
国
で
、
活
躍
す
る
演
奏
家
に

よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
、
と
て
も
楽
し
み
で
し

た
。
間
近
で
演
奏
を
聴
き
、
音
が
肌
に
響

き
、
そ
れ
が
と
て
も
心
地
良
く
、
夢
の
生

演
奏
で
し
た
。
ピ
ア
ノ
、
サ
ッ
ク
ス
、
フ
ァ
ゴ

ッ
ト
、
チ
ェ
ロ
と
演
奏
者
が
出
て
来
る
度
に

期
待
し
、
楽
器
の
歴
史
も
学
べ
、
心
が
満

た
さ
れ
最
高
の
時
間
に
な
り
ま
し
た
。 

と
て
も
感
謝
で
す
。 

感動しました！お友達が心が洗われたと言っています。

すみれ…良い曲ですね！涙がでました。ひまわりも素

敵な曲でした。一番左の方のソプラノの声が素晴らし

かった♪世界で活躍している演奏家の方の演奏を、あ

んなに近い距離で聴かせていただき、本当にありがと

うございました。お寺で賛美歌やミュージカルの曲が

聴けると思っていませんでした… 

やはり涙出ましたよね。私だけ

かと思っていました。素敵なコ

ンサートにお誘いいただきあり

がとうございました。チャールダ

ーシュの速弾きも感激でした。 

バンドの演奏者の音色に癒されました。私

たちも皆で頑張ったいい思い出の１ページ

です。お世話になりました。坊守さんも準

備、本番とお疲れ様でした。 

心を込めて歌いました。ご来場の方々にす

べての演奏が伝わり、「ふるさと」の歌で皆 

さんと歌えて感動をいただきました。 

先日は貴重な体験、時間を…有難う

ございました。あと１０年も経ったら… 

懐かしい尊

い思い出だ

ったなあと

感慨深いも

のに感じら

れるのでし

ょうね。 

私の人生の晩年期にこんな場面が訪

れるなんて思ってもみませんでした。

忙しく動かれていた坊守さんや先輩

方、とっても輝いて見えました。 

昨日のコンサートに感激しました！ 

久しぶりに葵先生にもお会いでき、皆さんにも

あえて良かったです。サックスの演奏、瀬越先生

と共に聴けたのでしょうか。涙が止まりません 

でした。 

   本当にありがとうございました。 

3      つつじ寺だより     「56 号』特集      令和５年(2023 年)       11 月 

つつじの呟き弘教寺 X(旧ツイッター)＠gukyouji               群馬県弘教寺 URLhttp://www.gukyouji.or.jp 

   

≫

特
集≪

 

～
繋
ぐ
バ
ト
ン
、
瀬
越
憲
の
仲
間
達
～ 

 

≫

特
集≪

 

～
繋
ぐ
バ
ト
ン
、
瀬
越
憲
の
仲
間
達
～ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つつじの呟き弘教寺 X(旧ツイッター)＠gukyouji               群馬県弘教寺 URLhttp://www.gukyouji.or.jp 

   

4      つつじ寺だより     「56 号』特集      令和５年(2023 年)       11 月 
≫

特
集≪

 

～
繋
ぐ
バ
ト
ン
、
瀬
越
憲
の
仲
間
達
～ 

 

≫

特
集≪

 

～
繋
ぐ
バ
ト
ン
、
瀬
越
憲
の
仲
間
達
～ 

 

コロナと言うパンデミックの影響を受けて３年以上も開催されることを阻まれていた「お寺 deコンサート」がようやく開

催されることとなった。やっと演奏ができるかもと頑張っていた矢先の夫の急逝で急遽追悼演奏会という形で実現され

た。 

お招きを受け、数年ぶりに訪れたお寺ではすでにリハーサルが始まっていた。 

ほどなくして、ファゴットから夫の曲「すみれ」が奏でられ、あまりの素晴らしさに

こみ上げてくるものを抑えられず涙が止まらなくなってしまった。本堂が暖かい優 

    しいファゴットの音色に包まれ、聴きなれていたはずの曲がまるで

別の曲のように思えるほどだった。華奢なお体いっぱいの大きな

サイズの楽器をいつくしむように抱えたお姿、優しいお人柄もその

まま表れた音色に震えが止まらなかった。 

夫君の金井さんは、今回のすべての進行を受けついでくださっ

た国内外でご活躍の有望な指揮者。留学する前に我が家にお尋

ねくださってから何年になるだろう。立派におなりになった姿を拝

見してシミジミ感慨に浸ってしまった。そして、人が人を呼ぶ倣い

か、サックスの茂木さんも又御賛同いただき、ロマンチックな音色

で奏でていただき、その容姿とともに観衆をうっとりさせているよう

だった。 

 

 夫の何が、こんな人たちの心をつかんでいたのか、普段家で見せていた顔からは信じられないエピソードばかりを聞

く。思い出話に花が咲く中、おそらく、かなり盛って話された部分もあったと思うけれど、夫の人となりを垣間見ることがで

き、つくづく幸せな人だったなと皆さんに感謝するばかりだった。 

 そして唯一チェロの最後の弟子として晩年までお付き合い頂いた横尾さん、アマチュアながら研鑽を積んで、先日初

の CDを出せたと仰ったばかり、不器用で、朴訥で、生真面目なお人柄は人を和ませてくださる。今回の共演話を僕なん

て恐れ多いと謙遜なさったけれど、なんと、主人が憑依したかのように、いやむしろそれ以上に素晴らしいチェロを聴か

せてくださった。 

本来は金井さんのピアノで夫がチェロを弾きたいという計画もあったようだ、夢かなわずで終わりはしたけれど、きっと

喜んでいるはず。３０年以上お世話になったご住職からもこれを機に、こうした活動を続けて受けついでもらいたいと言っ

ていただいたことは本当にうれしい。音楽が「音」が「苦」ではいけない。老若男女が楽しんでこそ「音楽」と言っていた

夫の言葉を思い出した。それを意識してか、今回初めて聞かされた「ひまわりの歌」は夫の手によりできた歌だった。おそ

らく８０近いとも思われる男性もお一人、ご婦人方のコーラス隊に混ざって気持ちよさそうに歌っていらした。みんな、お歳

を感じさせない美しい歌声で感動した。 

最後はみんなで「故郷」を合唱させていただいた。ピアノ、チェロ、ファゴット、サックスの贅沢な伴奏付きだ。すっかり声

が出ずらくなっていたこの頃、歌うことの大切さを思い出させていただいた。 

 

ただ、予測はしていたけれど、最後に一言ご挨拶を頂きたいと打診はあったものの、夜も寝ないで考えて、そらんじたス

ピーチが、いざマイクを持たされたら頭が真っ白。カンニングペーパーも涙で曇りはじめ、しどろもどろの挨拶になってし

まったことが悔やまれる。人前でマイクを持つなんて若かりし頃の教育実習以来。同僚はいるのに、なんで私なんです

か？と言ったら大きくて目立つからと、相手はカボチャと思えばいいなんぞと、ふざけたことをのたまわれた。さすがに、多

くのお客様は信心深い檀家様たち、カボチャとは思えない。仏さまのバチが当たる。 

うろたえる背後で何やってんだと夫が叱っていた気がするが、誰のせいでしゃべらされているのだと言ってやりたい。 

息子たちが伝わったよと言ってくれたので、振り返らないことにしよう。                            瀬越清美 

   ＊お許しを得て、瀬越先生の奥様瀬越清美様の SNSの投稿を掲載させていただきました。 


